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市民

第６回市⺠まちづくり
 第 6 回市民まちづくりワークショップを平成

日（金）に

た。今回は、

市の各部局が検討した内容

後の分野別取組み（案）」に基づいて

と・地域ができること」を

ました。 

～「市民ができること・地域ができること」

【Ａグループで
＜産業、観光、交流分野＞

①新名神高速道路の整備を推進する
 ・新名神の

なのではないか。
②東部丘陵地の土地利用を推進する
・東部丘陵地の土地利用については

域としては
④交通ネットワークの充実を推進する
・鉄道やさんさんバスなどの公共交通の維持・利用促進の観点から、「市民は鉄道駅を積極的に利用す

る」ことや、
＜行政経営分野＞

⑤持続可能な財政運営を実現する
・「財政状況が厳しい」とよく言われる

民に理解してもらう方法を考える必要がある。
⑥戦略的に行政経営
・行政の財源には限りがあるため、市民が持続可能な行政運営を理解する（平準かつ公平な資本投下に

よる行政経営を理解する）ことが必要である。

【Ｂグループで
＜福祉、健康、医療、消防、防災・防犯分野＞

①消防・救急体制の充実したまちをつくる
 ・市はＡＥＤの講習会の周知を行い、市民は積極的に参加することが必要である

③地域の福祉を推進し、市民の自立を支援する
・自助・共助を促す内容となっているが、

自助→共助→公助の順で取り組むとともに、

前回、前々回
み（案）」を作成しており、これが
に検討頂いた提言がどのように計画に活かされているか確認するとともに、
各分野の担当の方にも出席してもらっているため、
民と地域、行政の役割分担について議論頂きたいと考えています。また、
の文章では
きることについては、積極的に
た表現に改めても
残して頂ければと思います。
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・自助・共助を促す内容となっているが、
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み（案）」を作成しており、これが
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次回ワークショップでは、

【お問合せ先
城陽市役所
TEL：0774-

④障がいのある人が自立した生活を営む環境をつくる
・聴覚障がいに対する

ような表現となっている。
⑤子育てしやすい環境づくりを推進する
・保育制度の充実は必要ではあるが、乳児・病児保育等の充実は母子で過

という側面もある。また
⑥高齢者福祉を充実する
・介護を受ける側の記載だけでなく、「高齢者にやさしくしましょう」や「ひとりぼっちの老人をつく

りません」等、
⑦市民の健康を守る
・健康づくりについて、日常生活にも踏み込んだ

を取りましょう」など、容易に実践できるものとするほうが良いの

【Ｃグループで
＜都市基盤、環境＞

①魅力的な住環境をつくる
・今後の駅周辺整備

極的に市民へ情報提供
②上下水道の適切な管理運営を図る
・公営企業として

は相反する部分があり
⑦環境を守り育てる
・各団体の具体的な取り組みについては、実際に何をしているのか知られていない部分が少なくな

め、十分に
⑧ごみの減量と資源のリサイクルを推進する
・ゴミの分別

く情報発信
＜市民活動分野＞

①市民参加と協働を推進する
・自治会活動の

賛同者を
③人権を尊重し、女性の活躍を推進する
・人権や男女共同参画については

な問題が生じているか

 

今回の議論は、行政や市民、各団体の代表等、異なる目線での意見交換となり、
のが難しかった
が城陽について深く知るとともに
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